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	講演の概要

菌類の約2/3は有性生殖の際に子嚢という袋の中に胞子を形成する子嚢菌類である。その約1/3は、子嚢を層状に形成し、これを裸出する子嚢盤（きのこ）を形成する。従来、子嚢盤を形成する子嚢菌類は盤菌綱としてまとめられてきたが、分子系統学的解析の結果、盤菌類は多系統と判明し、分類学的再検討が必要となっている。従来の盤菌類のうち地衣化しない分類群として最大種数（2,818種）を含むビョウタケ目についても分類学的再検討が必要とされているが、全体に関わる系統学的構造を解析することは難しく、研究戦略上は、より末端に単系統の分類群を見出し、整理することが急務である。
ヒアロスキファ科は，ビョウタケ目中最大の種数を含む科である。本菌群は，大きく1）子実体形成菌糸層を持ち無柄の子嚢盤を形成するArachnopeziza類、2）中型から大型で槍形の側糸か顆粒を有する毛を持つLachnum類、3）小型でさまざまな形態の毛をもつHyaloscypha類の3群から構成されるが、さらにこれらを細分化する意見もあるなど、科内分類群については見解の一致を見ていない。また、本邦においても十分調査されてはいない。そこで、日本のヒアロスキファ科菌相の解明と本科の分類学的再整理を行うことを目標として、分子系統学的解析を行ない、従来の形態形質を評価するとともに、培養下で生じるアナモルフ（不完全時代）の系統学的価値も検討した。

ヒアロスキファ科の菌類は、いずれも特徴的な毛を持っており、この形態のほか、胞子、側糸、托構造などが属の識別基準となっている。しかし、これらの形質に対する評価が異なるため、140種以上が記載されているLachumとその類縁菌ついては、さらにこれを細分化するかどうか意見が分かれている。

まず、Lachnumおよびその類縁菌7属36種についてITS-5.8Sリボゾーム領域（ITS）、 LSUのD1-D2領域（D1D2）、polymerase II second largest subunit（RPB2）遺伝子を連結させて最尤法で解析を行ない、7個の強くサポートされるクレードを得た。このうち4個のクレードはAlbotricha, Brunnipila, Incrupilum, Lachnellulaに相当していたため、Lachnumとして記載されていた2種を組み替えた。これらの属の識別には毛の色、表面構造、側糸の形態を複合的に用いることが重要であることが判明した。また、一部の属には、ホストの選択性に一定の傾向が見られた。しかし、Lachnumは依然として側系統的なまま残された（Hosoya et al. 2010a）。

次に残りの2群に所属する46種を含む51種についてITS、D1D2、ミトコンドリア小サブユニット・リボソームDNA遺伝子（mtSSU）を用いて最尤法で系統解析したところ、Arachnopeziza類、Hyaloscypha類のいずれも複数のクレードに散在した。さらに、ヒアロスキファ科以外のビョウタケ目菌類もいれて解析すると科のまとまりは支持されず、本科が複数の科に再編成される可能性が示唆された。

また、フィアロ型アナモルフCatenuliferaを共有するHyphodiscusが支持されたのに対し、単系統のHyaloscyphaにはCheiromycella, Pseudaegeritaの二つが対応し，全出芽のアナモルフの系統学的意味について疑問が呈された(Hosoya 2002; Hosoya et al., 2010b)。本研究の結果、15属23種1変種の日本新産種（含新種）を明らかにした（Hosoya & Otani 1997a, 1997b; Hosoya & Harada 1999; Tanaka & Hosoya 2001; Ono & Hosoya 2001）。
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